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＜未来＞   
２学期も数々の大きな行事を終え、あとは来週から始まる期末テスト、村学力テストとなりました。２学

期も姫島中学校の生徒たちはたくさんの感動を与えてくれました。幼稚園児や小学生をリードして成功させ

た体育大会、３１人の若さとエネルギーが躍動した文化祭、県大会個人戦優勝、３位のソフトテニス部をは

じめとする各部活動での活躍、思い出に残る３年生修学旅行などなど。 

学校だよりは定期的にしか発行していませんが、ホームページで学校の様子は公開しておりますので、ど

うかそちらもご覧ください。 

今年もあとひと月あまりとなりました。いよいよ寒い季節となります。外は寒くても、心はいつもあった

かい姫島中学校でありたいと思います。今後とも保護者や地域の皆様のご支援よろしくお願いいたします。 

「おおいた教育の日」推進大会で２年生が堂々と発表！ 
１１月１日（月）に「おおいた教育の日」推進大会がアス

トくにさきで開催されました。その中で本校２年生１０名が

ジオパークの取組について発表しました。多くの方の前での

発表で緊張したと思いますが、堂々と中学生らしい発表をし

てくれました。２年生は普段から大変明るく、授業中によく

意見も発表してくれますが、このような大舞台でもあっぱれ

な態度でした。 講演では姫島出身の明石要一先生（千葉敬愛

短期大学学長・千葉大学名誉教授）が「トライアングル（家

庭・ 学校・地域）で子供を育てよう」という演題でお話しし

ていただきました。  

文化祭で躍動！ 
１１月１３日（土）に本校体育館で文化祭を開催いたしました。土曜日開催ということもありたくさんの 

保護者やご家族の方に参観していただきました。１・２年生はジオパーク学習の発表とダンス、３年生は演 

劇を披露しました。３年生については個人発表ということでダンスも披露してくれました。全校合唱につい 

ては練習開始当初は声が小さかったのですが、パート練習や全体練習に熱心に取り組んだ成果がでて、当日 

は素晴らしいハーモニーを聴かせてくれました。左下の写真は３年生７名のダンスの１場面ですが、チー 

ムワークの良さを表しています。 

    
（３年生７人のチームワーク最高のダンス）     （歌声も宇宙一をめざすきれいなﾊｰﾓﾆｰでした） 

 

絆を深めた修学旅行！ 
１１月１５日から２泊３日の日程で３年生７名が修学旅行に行ってきました。１日目は湯布院探索・ドラ

ム ＴＡＯの演奏、２日目は八丁原地熱発電所見学・城島高原パーク、３日目はフォレストアドベンチャー・

うみたまごというコースでした。 新型コロナウィルスの影響で行けるかどうか心配したのですが、感染者数

もおさまっていることから大分県内でなんとか実施することができました。 県外でなくても大分県の良いと

ころをたくさん見つけ、また友だちや先生方との絆を深める旅行となりました。 



   
（ドラムＴＡＯの演奏後全員で記念撮影）    （旅館でみんなで食べる食事は最高でした） 

   
（地熱発電について学びました）        （かなり高い位置でのアドベンチャーです） 

 

各部活動で活躍！ 

   

（熱戦で勝ち抜きました） （合同チームはナイスチーム） （本年度の駅伝チームメンバー） 

１０月１６日（土）にバレーボール新人戦、１０月２３日（土）、２４日（日）にソフトテニス新人戦の

県大会がおこなわれました。バレーボールは国見中学校との合同チームで出場し、１回戦で大分鶴崎中学

校に惜敗しました。 負けはしましたが、随所に素晴らしいプレーが見られ、どちらが勝ってもおかしくな

い好勝負でした。ソフトテニス は団体戦が３位、個人戦では大海・鹿野ペアが優勝、小島・北村ペアが３

位と１年生ながら素晴らしい結果をのこしてくれました。野球部は県大会には出場できませんでしたが、

各種大会でめきめきと力をつけています。来年がすごく楽しみです。１０月１９日におこなわれた郡市駅

伝競走大会では男女ともに５位でしたが、女子チームが躍進１位を獲得するなど来年につながる走りを見

せてくれました。 

 

編集後記 
 「おおいた教育の日」推進大会で国東高校と国東高校双国校も発表しました。両校ともに素晴らしい発表で

したが、特に双国校の発表は態度・声の大きさ・表現力どれも素晴らしい心をうつプレゼンテーションでし

た。双国校は本年度をもって閉校となりますが、３年生の思いが伝わってきました。保護者や地域の方の中

にも卒業生の方がたくさんいらっしゃるのではないかと思います。私も１３年間国見中学校で教員生活をし

た際には教え子たちも私も大変お世話になった高校です。閉校になるのは寂しいですが、「ありがとう双国高

校、ありがとう双国高校」。（最後の「 」は双国校の正門付近に掲げられています。シンプルな言葉ですが

卒業生や地域の方の気持ちを表し、何度見ても心をうたれます。） 

 

 


